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は地方病的に存在する各種吸虫類等の他の人体寄生
虫に比較すると感染者は圧倒的に少し亦症状が軽
微である為研究者の関心を集め得ず，文献上では駆
節裂頭条虫 (Diphyllobothrium latum: Linn‘、虫に成功した例11 或は小数例K駆虫方法を追試し 
aeus，1758)，無鈎条虫 (Taeniarhynchussagin-
atus: Goeze，1782)有鈎条虫 (Taeniasolium: 
Linnaeus，1758)，短小条虫 (Hymenolepisnana: 
Blanchard，1891.)等があり， 就中無鈎条虫は広
節裂頭条虫iと次いで多く且つ!駆虫が最も困難である
事が知られている。然し，阻虫，鈎虫等の線虫類或
〉等ーが散見されるのみで，疫学乃至臨床面3〉，2た報告 
の系統的な研究は全く報告されていなし、。かかる現
況に鑑み，著者は先づ山陰地方の一部落に比較的多
数の無鈎条虫感染者が存在するという報告に基づ
いて同部落の集団検査を行ない，併せて同部落より
発見した症例を含め， 昭和21年より 34年迄の 14 
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年聞に観察せる 50例の無鈎条虫症に就いて種々の
観点より疫学的並びに臨床的検討を試みた。
第 2章 鳥取県濃厚感染部落に於ける集団検査
第 1節検査方法 
(1) 検査対象:鳥取県西伯郡名和町字押平 197戸， 
971名 
(2) 検査時期及び検査事項
第 1 回昭和 34 年 4 月 20 日 ~25 日
検便，戸別訪問による生活実態調査及び問診。
第 2 回昭和 34 年 5 月 17 日 ~20 日
残部検便，寄生虫感染者に対する駆虫剤投与
及び虫体検索，条虫感染者の健診。
第 3 回昭和 34 年 9 月 20 日 ~24 日
後検便，未陰転者l乙対する駆虫剤再投与 
(3) 無鈎条虫感染者の発見方法 
1) 	 検便による虫卵及び‘体節の検出
採使は栂指頭大，検鏡は弱拡大及び中等度拡
大
塗抹標本2枚共l乙卵を認めない場合を陰性と
し，陽性の場合は
全視野中 1~3 箇 十 
1O ~20 視野1( 1 箇 件
数視野 Ic1箇 朴 
1~3 視野氏 1 箇 柵 
1視野lζ数箇以上 側
とした。提出便中に混入せる体節は生理的食
塩水Kて洗糠後2枚の載物碍子聞に挟んで圧
覆標本とし拡大鏡で構造を観察した。 
2) 戸別訪問時比体節排出の有無を問診 
3) 駆虫剤投与時に自発的申し出でを求む 
[2) 3)で感染の疑あれば直ちに涜腸叉は下剤
投与を行い， 使中離断体節の有無を確め， 構
造を観察した。〕 
4) 屠殺常習者の調査 
(4) 無鈎条虫感染者の診定及び観察事項
虫卵の形態並びlζ成熟体節の子宮分岐像より
診定した。感染者については， 性，年令，職
業，便検査成績，家族の使検査及び問診成績，
体節排出の自覚時期， 排出機会及び箇数，既
往の駆虫方法及び効果，自覚症状，他覚所見，
末梢血液像，肝機能検査等の臨床的事項を観
察し，併せて権実抽出成分の各分劃を用いた駆
虫法を行い 24~48 時間以内に排出せる全便
を30x 50cm大のビニール袋lζ採取せしめ， 
1 x 1 mmの簡を用いて虫体検索を行った。
第2節検査成績
第 1項生活環境(図 1，2，写真 1)
押平は行政区劃上鳥取県西伯郡名和町K属し，地
理的には大山山麓の丘陵地帯の一部で日本海より約
図 1
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口内の数字は表 2及び 3のNo.数を示す
図 2 支流である川幅 1~2m の大井手，中井手の清流が
四i'o)僚虫感染者.既住者分布図 流れ部落民は一部を飲料水K当て常時洗濯，炊事の
用K供している。
第2項寄生虫卵検出成績
1. 便提出状況
検査対象の内， 182戸 (949る)， 719名 (74%)が
便を提出し，提出戸数では下押平，西高田の普通部
落が何れも 100%であったのに比し特殊部落は 80 
~90% 台で，人数でも下押平， 西高田の 80%台K
比し特殊部落は 60~70% 台で殊に押平三区は提出
率 61%で最低であった，出稼中で不提出 86名中 84
名は特殊部落民であった。概して押平一，二，三区
の男 16~30 才，女 16~20 才の青少年層及び三区各
年令層K不提出者を多くみた。 
2. 検出虫卵種別(表 1，写真 2) 
719名の内 149名 (20.7%) IC寄生虫卵が検出され
その種別は畑虫卵 123名(17%)，鈎虫卵22名 (3 
5凹 I %)次いで条虫卵6名 (0.8%)その他の順である。
!m) 
部落別にみると畑虫卵は押平一区 30%が最高，次い
表 2及び 3参照
で二区 20%，西高田の 3%が最低， 鈎虫卵は押平
噌 
図印は集団検査の根拠となった押平青年会館 一，二区の各々 4%が最多，条虫卵は押平二区4名 
(1.6%)次いで一区，三区の各 1名宛で下押平，西高 
5km，阿弥陀川の東岸に接する海抜30mの台地上 田からは検出されず，特殊部落7こる押平一，二，二
に位置い人家は約 500m四方に密集している。 区580名中 6名即ち， 1.03%の検出率である。
大山側より西高田 (16戸)， 押平一区 (44)戸， 二 3. 虫卵の検出濃度
区 (60戸)，三区 (56戸〉及び下押平 (16戸)の小 ， 畑虫卵保有 123名，鈎虫卵22名， 条虫卵6名の
部落花区分され，押平一，二，三区は所謂特殊部落 検出濃度をみると，畑虫卵は+が 68名 (55%)で
で西高田，下押平は普通部落である。職業は 197戸 最も多く次いで十十及び冊 21名宛で冊以上の濃厚
中農業 120 戸 (60.9%) が最も多く平均 3~4 反の零 保有者は 13名であり，鈎虫卵は+が 16名 (72%)
細農家，次いで日雇 45戸 (22.8%)，無職 18戸 (9.1 で最も多く，条虫卵は+1+3名 (50%)及び件 2名
%)の順で，日雇，無職の殆んど全部を押平一，二， +1名である。
虫卵保有者の性別年令別分布 4. 三区で占めている。乙の地区の農家では大山山麓~
帯の農家の常として殆んど各戸毎に和牛を飼育し， 検査せる 719名の内，男 343名，女 376名で畑虫
農耕民使用すると共に年3回の守-市で競売に附す。 卵は男 57名，女 66名で、あるが各年令層K分布し殊
山羊飼育は数戸のみであり，部落内には阿弥陀川の に男女共 15才以下が 20%以上の保有率を示した。
表1. 検出寄生虫卵種別 (149名〉
鈎虫 1%-' 傍虫 1%1 東毛(心丁れ~T~~Hfr コ EZ。 。。。 。
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表 2. 無鈎(蕗虫感染者 (11例) 
体節排出発見 使 検 査 既往の
氏 名
年 部落 推定寄
{生。N 職業 世帯番号 方法、ρμ 自覚時期生年数 駆除法係虫卵|他卵| 家 族
一区 A(ーn)(一)(一)(ーSg)2 (ー〕 昭 1454 農 20年問診1 前OかO (ー〉♀ 1号

一 区
 (-) As AsAs未 昭 9 25年(-) (-)55 農 問診2 松OとO ♀ x x19号 
一区 (-) (-) × × 昭 14 (-)(+)合 29号 
十件 40年70 農 × ×便検査♀ 正
(一) 
4号
6(年売前薬2)回昭20 14年(-)問診45 農5 池O要。 (一)合 一17号
区
× 
農 二区 昭21 13年As受 (-)(一) × (ー )便検査 (十件)6 西O友O 合 49 (製造業) 25号
 
二区 
申し出 (一-))(As〉(ー×)(ー ) 昭20ー(-) 14年 (一〉(-)35 農7 権O信O 合 で
 
二区 

35号
(-)(十S十g)1 (-) 14不昭 20(-)(一)(一)便検査8 西O五O 合 41号 
(-)二区 く自全覚
二区 8大(Sg)l 5( 1As 年売前薬O O 回4 未 〉い山 
× 
× 
AsO O 不明41 使検査9 未無職♀ ×(十十) ×を西 52 せず号
三区
20O O 年713 便検査出 農惣 
× 
× 
(A((-〉)(一〉 )(一)一 20 14s 昭 年 (ー )10 70O O (ー 〉便検査 (十件)合松 農幸 -) As As17 x号 
21昭一) ()一()一()-一((一)三区 申し出 13年 (一〉(-)32 農11 権O茂O 合 で46号 × 
鈎虫卵は男 8 名，女 14 名，男女共 31~50 才台 lζ 多 感染者を検出した。性別は男 7例，女4例。年令は
く， 条虫卵は男 4名， 女 2名で男女共 41才以上の 32 才~71 才。職業は無職の 1 例を除いて全て自作農
年令層lと認めた。 業を営み部落内では生活程度普通の階層である。部
第 3項無鈎係虫感染者及び既往者 落区分は全て特殊部落たる押平一， 二， 三区で計 
1.感染者 (1玄12，表2，写真 3) 580名検査中1.8%の感染率となる。即ち一区 3例，
上述の如く便検査により 6例lζ無鈎条虫卵を検出 二区 6例，三区 2例で二区が最も多く，その分布は
し，戸別訪問時の問診により 2例，駆虫剤投与時の 図 2の如く略々普遍的である。 4例に畑虫卵共有を
自発的申し出でにより 3例，合計， 11例の無鈎条虫 みた。 9例の同居家族合計 48名中 35名に使検査を
表 3. 無鈎{長虫感染既往者 (4例〉 
N 
氏 名 性。 
12 松O文O 合 
13 西O初O 合 
14 権O啓O 合 
15 権O源O 合 
年 部落
職業 世番 号帯% 
農 一区 
49 
(区長) 25号 
63 
(区長 号1 )1
70 
43号 
三区 
58 農
58号 
発見 便 検 査 体節排出
方法 族 自覚時期
( ( )〉一 )一ー (×〉
問診 (-) 昭21 
× × 
(-)(一)(一)(一〉
問診 (-) 昭21 
(ー )As As 
問診 (一)((()))((×})((×〕)((×) 昭 14 
(A一ーn)(〈 )ー ( 〉)一 (A一s)問診 (-) 昭 4 
x x x 
推定寄
生年数
12年
13年
18年
21年
1
!駆除法
昭 33.大酒後 
自然排出
再発せず
昭 34.大酒後 
自然排出
再発せず 
日自百然32排出 
再発せず
昭自 25 
然、排出 
再発せず
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表 4. 感染径路 (押平部落)
/ 
飼育和牛 ←~ 
(Cysticercus bovis) 体節，卵
屠殺，解体 一一→ 生 食一一→感染
レ
殆
¥l!
PJ 
無検査
行ったが条虫卵は検出し得なかった。体節排出を自 和牛の生肉を刺身にして生食するか内臓を軽く煮て
覚せる時期は:lO例中 6例は格戦直後の昭和 20年~ 賞味する習慣があり現在に到る迄続いている。之に 
21年で，他ー は 20年前2例， 25年前 1例， 40年前 比し普通部落たる下押平，西高固には生食の習慣が 
1例，不明 1例である。現在迄iL2例のみが売薬の ない。
服用を試みた他， 9例は全く無処置であった。臨床 ハ) 屠殺の首謀と見られる押平一区， 中051才
ノ
無職合の検便成績は本人及び家族 名共条虫卵陰症状及び駆虫成績は第 章で述べる。 33
場お
2. 3)既往者(表 性であった。
問診により無鈎条虫感染既往者と推定し得た 4例 ニ) 昭和28年 11月以降押平地区を含めた週辺一
は何れも男， 40才以上で農業を営み， 内2例は区 帯の牛の屠殺は米子市営屠殺場で行われ， 昭和33
長である。部落区分は一区 1例，二区 1例，三区2 年には牛 1667頭，積 1016頭が屠殺されたが，その
例でその家族 39名中 30名の便検査では条虫卵は検 検索が不充分の為か Cysticercusbovis は全く検
出きれなかった。体節排出自覚時期は昭和21年 2 出されていない。
例，昭和 14年及び 4年各 1例であり，推定寄生年 等の点が注目された。以上を綜合すると表4iL示す
数は 12 ~21 年であった。 4 例共特別の駆虫経験は が如き感染径路即ち Cysticercusbovisを保有せ
なく， 2例は不明の原因， 2例は大酒後に虫体の自 る牛が簡易屠殺場で屠殺(主に密殺)解体され，そ
然排出をみ，その後全く体節の排出を自覚していな れが牛肉生食の習慣ある部落民iζ感染し殆んど無処 
置の為感染者から出される体節や虫卵が何等かの機、。L
第4項感染原因の調査(表4，写真 4) 会で飼育和牛に食われ Cysticercusbovis保有牛
イ) 大山山麓は和午出生及び育成地として著明な が跡を絶たなかったと推測される。終戦直後に感染
地帯でそのー劃たる押平地区でも検査対象 197戸中 者を多く出しているのはその時期の密殺牛数が多く 
120戸の農家の大部分に農耕用，競売用の和牛が飼 且つ生食の機会が頻繁であった事を示墜する。
育されている。戦前より昭和 28年 10月迄部落に接
した阿弥院川畔に半公認の簡易屠殺場があり，之を
押平一，二，三区の部落民が管理運営し，部落内の
みならず 5里四方の町村からの和午及び績を月間平
均 15頭屠殺していた。その施設と実権を利用して部 及び昭和 21年より 34年迄の 14年聞に主として国
落民は非公認の病牛，老午，屍牛或は慣の別なく機 立千葉病院内科で取り扱った 39例計， 50例を研究
会があれば密殺解体し，部落内に配布すると共に附 対象とし，症落の総括的事項，感染K関する事項，
近の町村え安価で販売し，年2回の祭礼時には必ず 無鈎条虫の生物学的事項，臨床所見並びに検査成
密殺が行われ安価な午肉が行商された。殊に終戦直 績，駆虫に関する事項の 5項目K就いて検討を加え
前から直後にかけた食糧難時代には殆んど毎日密殺 た。以下用語の意義江就き述べる。
が行われ無検査の佳需要を満していた。 1) 感染年次:体節排出を自覚した年月より 2ヵ月
ロ) 特殊部落たる押平一，二，三区には旧くから 前の年月
/|lt¥簡 殺昭和屠↓易一 叉は不完全調理
L V 置鉦 一処ど
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2) 感染年令:感染年月に於ける満才
3) 感染地:体節排出自覚より 2カ月前に居住せる
土也 
4) 感染時職業:体節排出自覚より 2カ月前に従事
していた職業 
5) 感染原因:体節排出自覚より 2ヵ月前に好んで
多食せるもの 
6) 智能:旧小学卒程度叉はそれ以下 低
旧中学卒程度 普通
旧大学高専卒程度 高 
7) 寄生年数:体節排出自覚より初診迄の期聞に 2
カ月を加えた年月数 
8) 寄生数:駆虫剤投与により排出せる連鎖状体節
の数
9) 排出箇数:初診前 1カ月間に於ける 1日平均
の離断体節排出箇数
10)自他覚症状:合併症叉はi畑虫，鈎虫共有例を除
いた症例で駆虫による虫体排出後概ね 1カ月
以内に消失せるもの 
11)条虫卵の検出:押平部落以外は全て塗抹 3枚及
び矢尾板氏集卵法を行い両者共lζ卵を認めな
い場合を陰性とし陽性の場合の検出濃度は第
2章第 1節と同様に判定
12)末梢血液像:合併症叉は姻虫，鈎虫共有例を除
いた症例で、駆虫一前の価を示す
13)駆虫剤の効果判定:効果は頭部排出，頭部以下
排出，体部以下排出，離断体節のみ排出lζ分
け，判定は
完全駆虫…頭部排出せるもの，頭部は認めな
いが排虫後 3--6ヵ月体節排出を 
みないもの
再発… 3~6 ヵ月後に再び体節排出をみたもの
無効…駆虫剤を投与せるも体節排出が投与前
と変らぬもの
不明… 3---6カ月の経過不明のものとした。
尚，体長測定はフォルマリン固定後民
行った。

第 2節研究成績 

第 1項症例の総括的事項(表5)
 
1. 性，年令
50例中，男 42例，女8例，男女比は略々 5:1で
就中男の 21--50才台が32例 (64%)を占め，年令
範囲は男 16.--71 才，女 12~70 才で内，朝鮮人は男 
13例，女 1例計 14例である 
2. 合併症及び他の虫卵保有状況 
合併症は 5例に認め，肺結核2例気管支晴息2例 
及び慢性骨髄性白血病 l例で何れも無鈎条虫症とは
別箇に存在する疾患であり因果関係は認めない。他
の寄生虫卵を認めたのは 15例，内2例は 2--3種混
合保有者で，蜘虫卵8例が最も多い。 
3. 職業及び現住所
初診時lζ於ける職業は農業 13例， 商業9例， 受
刑者8例，無職 5例，会社員4例，以下の順で，現
住所は千葉市20例， 千葉県内 12例， 計 32例が県
内居住者であり， 次いで鳥取県押平部落 11例， 東
京都4例，以下の順である。 
4. 年次別症例数 
50例中入院 17例 (34%入院外33例 (66%)で，
年次では昭和34年の院外 16例が最も多く，内 11 
例は押平部落での検出例，次いで昭和27年， 28年
の各7例，昭和30年の 6例，以下のJI買で，乙の 3 
年間の院外 12例中 8例は千葉刑務所服役者で内 7
例は朝鮮人である。年間平均症例数は 3， 5例，入
院例のみでは 1，2例となる。
第 2項感染lζ関する事項(表6) 
1. 感染年次
感染年次は大正8年より昭和33年迄の 41年聞に 
分布し，昭和20年及び 21年即ち格戦直後の 2カ年 
聞に症例数が増加している。即ち 48例中，昭和20
年 9例，昭和21年 7例計 16例 (33.3%)で全症例 
の 1/3を占める。 この時期を除き， 昭和 19年以前
と昭和22年以降の症例数をみると以前 15例，以降
17例で大差はない。 
2. 感染伊令
男 41 例中 21~40 才迄の感染者は '28 例 (68.2%) ，
女 7例では 21--30才迄4例 (57.1%)が最も多い。
即ち男女共21--40才の青壮年期比感染する者が多
い。 10才以下で感染せるものは4例 (No.5合 5
才， ，No. 13合 10才， No. 21合 10才， No.22 ♀5 
才)で，最高年令は男 56才 (No.43)女 66才 (No. 
47)である。 
3. 感染地 
46例中内地感染者は 33例 (71.7%)，外地感染者
。内地ではt'内地感染者が多で，3%)8，(2例13は 
押平部落の 1例が最も多く，次いで千葉県内 6例， 
東京都5例，千葉市内 4例で他は北海道から大分迄
7箇所に感染者をみている。外地では朝鮮，蒙古，
支那，満がH，シベリプ，シンガポール，ラパウル等lζ
認められるが，蒙古3例中 2例は張家口， 1例は庫
論，朝鮮3例中憲尚南道，釜山各 1例，地名不詳 1 
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No両丁両年令|初診年月|区 分|合併症|他の寄生虫卵|職 業|現住所 i備考 
1 斎藤 合 29 昭21.5. 入 院	 農 山 武 君目 
2 関 合 27 22.4 院 外 医 師 匝瑳郡 
  
3 青野 合 32 24.6 入 院 畑 虫 肥料商 千葉 市
 
4 石橋 合 33 25. 7 入 院 会社員 千葉 市

加藤 合 16 25.8 入 院 生 徒 静 岡 市
 
6 宮崎 合 54 25. 10 院 外 畑虫，鈎虫 硝子商 千葉市 
  
7 石塚 合 35 26.6 入 院 官 吏 千葉市 
  
8 権 合 57 27.2 入 院 古物商 山 武 君日
 朝鮮人 
9 海宝 合 48 27.3 入 院 o、 吏 千葉 市

金山 合 29 27.6 入 院 飲食宿主 成 田 市
 1 
11 角田 合 40 27.6 入 院 姻 虫 医 師 千葉市 
  
12 高橋 合 32 27.6 院 外 商 業 群馬 県
 
13 相川 合 16 27.8 院 外 東洋毛様線虫 生 徒 千葉市 
  
14 加瀬 合 44 27.8 入 院 農 海上郡 
  
45 28.6 入 院 会社員 東京都 
  
16 山本 ♀ 44 28. 7 院 外 主 婦 広 島市 
  
17 金合 34 28.7 院外(千葉刑務所) 革担 虫 受刑者 千葉 市
 H 
118 萎 合	 Z3 28.7 院外( 1 姻 虫 1 1 
)慢性骨髄性 	 H 1 H19 朱 合	 35 28. 10 院外( 1 白血病 鞭 虫 
H H中村 合 32 28.11 院外( H 	 鞭 虫 
1.21 高 合 32 28.11 院外( 1 	 鞭 虫 H 1 
22 鈴木 ♀ 12 29.3 入院 千葉市 
  
23 韓 合 36 29.6 院外 無職 船橋市 
  H 
24 手島 合	 40 29. 7 院外 肺結核 無職 津田沼市 

42 30.1 院外(千葉刑務所) 鈎虫，様鞭線虫虫 受刑者 千葉市 
  H金 合	 東洋毛 
26 永山 合 33 30.4 入 院 官 吏 東京都 
  
27 山崎 合 43 30.5 入 院 飲食宿主 千葉市 
  
28 松村 合 28 30. 7 院 外 技 師 東 京都 
  
29 李 合	 37 30. 7 院外(千葉刑務所) 受刑者 千葉 市 H 
H 1金 合 58 30. 7 院外( H 	 1 
31 勝 合 37 31.10 入 院 農 市原 君E
 
32 伊藤 合 25 32.5 入 院 会社員 船橋市 
  
1133 共団 合'53 32.9 入 院 気管支端息 古物商 千葉 市 
34 大野 合 30 33.3 院 外 会社員 津田沼市 

松田 ♀ 55 5 院外(押平) 畑 虫
農 鳥取県名和町 
  
36 出口 合 71 
34/ . 
院外(グ〉 1 1 

37 山田 ♀ 70 34.5 院外( 1 ) 畑 虫
 H H 
38 池本 合 45 34.5 院外( 1I ) 1 1 

39 西山 合 49 34.5 院外(グ) 畑 虫 1 

権田 合 35 34.5 院外 ( 1 ) 。
1 
H 
41 西山 合 54 34.5 院外( 1 ) H H 

42 西山 ♀ 41 34.5 院外( 1 ) 自血 虫 無 職
 H 
43 松田 合 70 34.-5 院外( 1 ) 農 1 

44 権田 合 32 34.5 院外( 1 ) 1
H 
鶴見 合 41 34.5 院 外 商 業 千葉 市
 
46 文田 合 56 34. 7 院 外 気管支瑞息 鈎 虫 古物商 千葉 市
 H 
47 穴井 ♀ 	67 34.7 院 外 無 職 船橋市 
148 金家 ♀ 36 34. 7 院 外 主 婦 船橋市 
  
49 李 合 47 34.9 院 外 肺結核 無 職 東京都 
  1 
前田 ♀ 54 34.9 院外(押平) 	 農 鳥取県名和町
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例，支那 2例は太原，北京各 1例，満洲 2例は新京，
遜呉各 1例である。
4. 感染時職業
48例中無職 10例で， 内， 4例は 10才以下であ 
る。農業9例は主として押平部落民であり，感染時
軍隊生活中のもの 7例をみた。
5. 感染原因 
46例中，牛の焼肉料理 18例， (39.1%)が最も多
く，次いで押平部落の知く密殺牛肉を生食或は煮肉
で摂食せる場合 12例 (26%)，明かに生肉摂取が原
因であるもの 11例， 煮肉料理4例， 牛肉多食 1例 
の順である。焼肉料理の内訳は軽く塩をふるか砂調
味料・を加えて焼いた場合8例， ビフテキ 5例，すき
焼き 2例，ジンギスカン料理2例，味噌焼 1例で，
生肉摂取の内訳は生肉の撞4例，刺身調理4例，酢
漬生肉 2例，朝鮮漬生肉 1例である。 
6. 曙好 
49例中， 感染l乙関係のある噌好を認むるもの 33
例 (67.3%)で，肉類を好む者 17例が最も多く，酒 
客 12例，特に生肉を好む者4例， 牛焼肉3例， ビ
フテキ 2例である o 10才以下で感染せる 4例中 3
例は幼時より肉類を好み，特民生肉を好む者 4例は
何れも朝鮮人である。 
7. 智能 
50例中，低，.25例，普通， 20例，高， 5例で， 
低は主として押平部落民及び朝鮮人，高は医師，会
社重役，官吏，経済学部学生等である。
8. 家族内の条虫の有無 
42例中，問診で条虫感染者なしとするもの 33例，
内 19例は家族人数を挙げてなしとし， 14例は唯な
しとした。押平部落では 9例の家族 48名中 35名に
使検査を行ったが体節混入或は条虫卵を検出しなか
表 7. 再発 
った。
第 3項無鈎条虫の生物学的事項(表6) 
1. 寄生年数 
48例の内，最短寄生年数は 3ヵ月 (No.27)で，
最長 40年 (No.37)である。之を大別すると，寄
生後2年以内に受診せるもの 14例， .5--9年 11例 
10年以上 23例となり， 2年以内のものは多くは駆 
虫を希望して入院し， 5~9年のものは何回か駆虫
に失敗した後受診し， 10年以上のものは殆んど放
任の偉で多くは検診により証明せる症例である。
2. 寄生数
45例中， 1隻寄生 39例 (86.7%)が最も多く，次
いで 2隻4例， 3隻2例である。 
3. 体節排出機会 
46例中，糞便i乙混ずる場合 43例 (93.4%)が最も
多く，次いで排便感があって体節のみ排出する場合
5例，歩行中 5例，睡眠中 4例，車中 2例，坐時及 
び作業時各 1例である。
4. 体節排出箇数
46例中 1.....5箇 30例 (65.2%)が最も多く，次い

で 6.....10箇 10例， 1.....20箇5例， 21箇以上 1例

である。 1~5 箇は全て 1 隻寄生であったのに比し， 
6.....10箇中の 5例は 2...3隻寄生， 1.....20箇中 2例
は2隻寄生， 21箇以上 1例は 3隻寄生であり， 2~3 
隻寄生の場合は排出箇数が増加する傾向をみる。然
し，排出箇数と寄生年数との聞には一定の関係がな
ぃ。亦初診迄の聞に連鎖状体節を自然に排出せるも 
のは 11例で， 内8例は寄生年数 1.....30年で，寄
生年数の長いもの程連鎖状体節を自然に排出する場
合がある。 
5. 再発日数(表7)
最初の駆虫で頚部迄排出したが再び再生発育して
日数 (4例)
駆虫
No.1 最初の駆虫 |再発年月日 再発迄の日数| 再発後の駆虫 1: 
昭 27.3. 30 再 
82日9 昭 27.5. 23 
権実生薬 3.7m 頭部 発~
昭 30.5.2 再 
26 昭 30.7.5 74日
権実抽出成分 6.3m頚部 発九~
ε7c士昭 30.5. 31 植実抽出成分(ゾンデ〉 
全昭 30.8.1 62日27 
権実抽出成分1.8m頚部 2.0m頚部
にフとロ7 
昭 31.11.27 アテプリン(ゾンデ)
全昭 32. 1.3131 65日
区権実抽出成分 3.0m頚部 4.4m 頭部 庫虫
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表 8. 自 覚 症 状 (37例〉
な し (35.1) 
あ り
一一一一ーーー一ー一一ー一一一←ー 一ー一一一一一一千
13 
消
腹 痛・ 
腹 部膨満感
乃至 不快感
11 (45.8) 
6 
神
経
系
肱 畳 6 (25.0) 
豆バム豆、 Jc.，¥ 4 
頭 痛 2 
睡 眠 障 碍 3 
精 神 弓之 安 2 
IL) f季 JL 進 4 (16.6) 
下肢しびれ倦怠感 2 
肩 乙 り 1 
脈 の 結 滞 1 
1息、 切 れ
生 身 i巷 怠 3 (12.5) 
体 重 減 少 2 
腹 月息
化
器
紅 門部 冷感 
乃至 不快感 
下痢 
4 
3 
循
環
器
系
全
身
月マヲ守
食 思 弓ミ 振 
呑 酸， E苗同 味経 
2 
2 
食 ベ日ミヨ弘、 JL 進 1 
下痢，食思不振叉は充進，呑酸H曹瞬等である。神経 腹腸肝貧振グ排不部圧
痛知知貌音音痛脈
9 (52.9) 
系症状の中では肱軍 6例 (25%)が最も多く次いで 索触 5 (29.4) 
悪心，題痛，睡眠障碍，精神不安等がある，循環器 触 3 (17.6) 
3 (17.6)系症状の中ではむ惇充進4例 (16.6%)が最も多く， 血顔 
7]¥.その他下肢のしびれ倦怠感，肩乙り，脈の結帯，息 2 
離断体節の排出をみた年月日の正確な 4例lζ就き再
発迄の日数をみると， 62 ~82 日で平均 70.7 日であ
る。内， 2例は再度の駆虫で完全駆虫K成功したが，
得たる虫体の体長より 1日平均体節成長度を測る
と， No.27は3.2cm，No.31は6.7cmとなる。
第 4項臨床所見並びに検査成績 
1. 自親症状(表8) 
37例の内，自覚症状あるもの 24例 (64.9%)で，
内， 消化器系症状 34件が最も多く， 次いで神経系 
17件，循環器系 9件，全身症状 5件の順である。消
化器系症状の中では腹痛 11例 (45.8%)が最も多
く，内訳は時々起る下腹部，心宮部，側腹部，腰部
の鈍痛乃至痘寧様広痛で持続的ではない。次いで腹
部膨満感乃至不快感，腹鳴，匹門部冷感乃至不快感，
)内% 
2. 他覚所見(表 9) 
37例中， 17例 (46%)に他覚的に所見が認めら
れ，内，腹部圧痛 9例 (52.9%)が最も多く， 部位
は右下腹部，心宮部，左下腹部，臓下部等で，次い
で腸索触知 5例 (29.4%)で部位は下行結腸4例，
上行結腸 1例であり， 肝触知は 3例(17.6%)に認
め1----3横指，平滑で圧痛はなく，貧血顔貌は 3例 
(17.6%)である。肝腫大 3例中 2例は 14年， 1例
は3カ月寄生，貧血顔貌 3例は 5年2カ月， 14年， 
19年寄生，不整脈 1例は 6年 3カ月寄生であり， 
他
表 9 覚 所 見 (37例〉
なあ
し 20 (54) 
り 17 (46) 
切れ等があり，全身症状では全身倦怠，体重減少を Jレ 2 
認めた。 自覚症状なしとするもの 13例の寄生年数 脹 筋 圧 1 
1をみるに 2年以内 5例， 6--35年 8例で，自覚症状 整
発現と寄生年数の関係は不定である。 ) % 
第 3号 正木: 無鈎候虫症の疫学的並びに臨床的研究 -823-
表 10 候虫卵の検出成成績 (44例) 14，21，27，45，50)を認めた。卵陰性と寄生年数と
+ 
+十
-t十
出~
陰 i生 26 (59.1) の間lとは一定の関係はない。然し 2-3隻寄生6例
陽 性 18 (40.9) 中卵陽性5例で寄生数との間には一定の関係がうか
がえる。陽性 18例中十~十件は 16例 (88.8%)を
6 占め， 1出は 2例で内， 1例 (No.23)は 1隻， 2年
6 
4 
寄生， 3--5箇排出， 1例(No.25)は2隻， 2年 2
2 
カ月寄生 10 ~ 15箇排出である。 
4. 末梢血液像(表11) 
( ) 予告 1) 赤血球数
之等の所見は概ね 5年以上の寄生例に認められた。 22例中， 正常'15例 (68.1%)， 40_0万以下 7例
尚， 15例の尿ウロピリノーゲン反応は 9例病的増 (31.9%)で最低は 345万 (No.48合 11年 1隻寄生〉
加， 7例のグロス氏反応は 4例十~十十， 7例の黄 である。貧血7例中 2例は寄生年数4ヵ月以内， 5 
痘指数は 3例潜在性黄症 (7 ~9.5 倍)， 10例の血清 例は 8年 10カ月'--'30年であり亦， 2~3 隻寄生 3
蛋白量は 7.0%以下の低下 5例. 10例の赤沈 1時間 例中 2例は 300万台を示した。
値は 10mm 以上促進 3 例(15~20mm)で，少数例 2) 血色素量
に軽度の肝機能障碍の存在を認めた。 22例中，正常 17例 (75%)，80%以下 5例 (25%) 
3. 条虫卵の検出成績(表 10) であり最低は 60%(No.50 ♀ 19年!1隻寄生)であ 
44例中，糞便内l乙虫卵を認めたもの 18例 (40.9 る。低下 5例中 2例は 4カ月寄生， 3 例は 6 年~19
%)，認めないもの 26例 (59.1%)で陰性例の方が 年であり， 2~3 隻寄生 3 例は何れも 80% 以ょを
多い。検査せる同一糞便内lζ離断せる成熟体節が混 示した。
入しているにも係らず陰性に終れるもの 5例 (No. 3) 色素係数
表 11 末梢血液検査例 (22例) 
No1l 性 I 年令 I 寄生年数 I 寄生数 I ~I 血色素(%量~ I赤血(x球1i0数 色素係数 白血球数|好酸球仰 
3471 29 1 1.054ヵ月 72 7600 6合 
2 39854 30 年 84 1.07 68006 9合 
8 1 89 0.9657 10 年 468 7700 12合 
48 15ヵ月 417 80 0.97 68509 1合 
1 640029 466 1.0610 6 年 106 ，3合 。112 32 6年8ヵ月 432 0.84 710073合 
116 360013 6 年 521 0.6770 6合 
144 5年2ヵ月 300014 528 0.96100 5合 
1 520015 45 6年3ヵ月 560 120 1.07 4合 
144 10ヵ月 1250016 548 100 0.92 8♀ 
334 605014 年 1.3417 384 102 9合 
132 8年10ヵ月 860020 110 1.41391 3合 
13326 7ヵ月 125 1.25 5600503 5合 
143 3ヵ月 4200365 1.0527 76 7合 
25830 35 年 402 1.1290 8600 4合 
13731 16年7ヵ月 520 0.9195 8400 2合 
12532 5ヵ月 500 100 1.0 4500 4合 
30 134 1年4ヵ月 91590 0.77 7900 1合 
41 145 14 年 412 100 1.21合 7000 1 
16747 1年3ヵ月 477 85 0.9 5200♀ 2 
36 148 11 年 345 83♀ 1.22 4400 2 
5450 119 年 360 60 0.83 10000♀ 3 
5 
10 
15 
20 
25 
30 
35 
40 
45 
50 
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表 12 駆虫成績 1 (47例) 
No. I主要駆虫剤|投与法 
1 
2 
3 
6 
8 
9 
11 
12 
13 
14 
16 
17 
18 
19 
21 
22 
23 
24 
26 
27 
28 
29 
31 
32 
33 
34 
36 
37 
38 
39 
41 
42 
43 
46 
47 
48 
49 
13.7再 発頚 部綿馬エキス 経 口
13.6# 完全駆虫頚 部カ マ フ 
手?
// 先t 効体節のみ権実生薬 
16.11/H 完全駆虫頚 部
、 
2H1/H 完全駆虫 
1H 4.01/H 完全駆虫 
1伊 3.7H 1/ 再 発 
11/ 4.01/H 完全駆虫 
11/ 2.01/H 完全駆虫 
1w 5.2H 1/ 完全駆虫 
i 1P1/H 完全駆虫 
1P 3.51/H 完全駆虫 
14.1H 完全駆虫E頁 部権実搾汁液 
1/ 1再 発体 部権実生薬 
32.4 1.6 2.7H 完全駆虫頚 部権実搾汁液 
11/ HH 6.7再 発 
1w1/ 2.6H 完全駆虫 
11/ 1/1/ 4.7完全駆虫 
p 1H 1/ 再 発 
1/ /1 12.1n 完全駆虫 
2.7 1!I植実抽出成分 完全駆虫頚 部
1H H 体 部 再 発 
1/ 2.9 1.8 2!I 頭 部 完全駆虫 
6.3H 1H 再 発頚 部
/ P 2.0 1十二指腸ゾンデ 完全駆虫 
H 11/ 再 発体 部
H 1再 発体 部経 口
2.1 1.4 2!I H 再 発頚 部
14.4アテプリン 十二指賜ゾンデ 頭 部 完全駆虫 
、頚 部 14.0H 完全駆虫植実抽出成分 
H 1アテブリン 再 発体 部
3.0 1H椎実抽出成分 完全駆虫頚 部
2.4 1.0 2H 官旨 弓之経 ロ 頚 部
? ?1/ H 体節のみ 無 効 
1/ H 1頚 部 完全駆虫 
1/ H 体 部 完全駆虫 
1H 1/ 体 部 完全駆虫 
1H !I 体 部 再 発 
1.8 1H H 頚 部 完全駆虫 
1H !I 再 発体 部
1!I H 有之 台巨体 部
1Hカ マ フ 再 発体 部
1H 再 発権実抽出成分 体 部
13.8H 1/ 完全駆虫頚 部
1H 不 官!I 体 部
3不 官H H 体 部
11.8H 不 官包H 頚 部
E
E
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22例中 0.90以下の低色素性は 4例 (18.2%) 1.05 K完全駆虫を得た。アラブリン投与2例では完全駆
以上の高色素性は 9例(40.4%)で 9例(40.4%)は 虫 1例，再発 1例，カマラ 2例では完全駆虫 1例，
正色素性である。高色素性9例の内， 1. 20以上は 5 再発 1例，綿馬エキスの 1例は再発した。完全駆虫
例でその 3例 (No.17，20，48)は赤血球数 300万 と判定した 25例中綿密な虫体検索 [24--72時間の
台の貧血例であった。之氏比し低色素性 4例 (0.6-- 全便鴻使〕にも係らず完全な頭部を認めたのは 3例 
0.8)の内 300万台は 1例のみである。 (12%)にすぎない。頚部迄排出された 28例中判定
4) 好酸球百分率 不能2例を除く 26例では，完全駆虫 20例 (76.9%)
22例中，好酸球増多は 7例 (31.8%)に認め，最 であるに比し， 体部迄排出 14例中判定不能 3例を
高は 12%(No. 8，10年 1隻寄生)である。寄生年 除く 11例では完全駆虫2例 (18.1%)のみで，頭部
数は 10カ月以下3例。 6--30年4例で好酸球増多 が見出きれなくとも頭部迄排出されれば完全駆虫を
との聞に一定の関係はないが， 2--3隻寄生3例中 得る場合が多く，体部迄排出の場合はその公算が僅 
2例は 9%の増多を示した。 小である事を示している。排出虫体の体長は，頭部
第 5項駆虫に関する事項 を認めた 3部では 4.1m，2.9m，及び1.8m，4.4m 
1.既往の駆虫成績 で，頚部迄排出せる 24例では最長 6.1m，最短1.0m 
49例の内既往K{I葉虫駆除を施行せるもの 30例で， であった。
 
1回施行 14例が最も多く次いで 2，3，4，5，6回の

第 4章総括並びに者按
順となり，就中 4回以上施行4例 (13.3%)を見た。
駆虫実施 60件の内排虫をみたもの 20件 (33.3%) 1. 集団検査に就いて
無効 40 件 (66.7%) で，薬剤名不明を除いて~時的 無鈎傑虫は我が国で、人体lζ寄生する僚虫類として 
l乙排虫をみたのは石楠根皮煎，カマラ，ヘキシーJレ は広節裂頭僚虫と共lζ普通のものとされているが，
レゾJレシン等であるが，サントニン，マクニン等の 統計上K現われた感染率は，畑虫，鈎虫等と比較す
畑虫駆除薬は殆んど無効である。 ると極めて低率である。森下4)が引用した内務省衛 
2. 駆虫成績(表12，13，写真 5，6) 生局発行の資料K依れば， 1922年(大正 11年)よ 
47例の駆虫成績では，使用せる主要薬剤は，糎 り1929年(昭和4年)迄の 8年間，検使による全
実は生薬 11例，搾汁液 7例，抽出成分24例，計 42 国平均感染率は，姻虫51.14--61.31%，鈎虫 12.52--
例， アテプリン 2例， カマラ 2例， 綿馬エキ ζ過23.25%であるに比し無鈎僚虫は僅かに 0.002% I
ス 1例である。権実生薬は昭和24年--27年迄の症 ぎず，同じく同民4)の引用Kよると，戦後の報告で
例K用い 11例中完全駆虫8例 (72.7%)，同搾汁液 は1948年(昭和 23年)に宮崎が鹿児島県に於て
は昭和 28年の症例に用い 7例中完全駆虫 5例 (71.4 3175名中 1例 (0.03%)，永吉が同年宮崎県lζ 於て
%)， 同抽出成分は昭和29年--34年迄の症例に用 956名中 2例 (0.2%)検出したに過ぎぬとしている。
い，有効成分を探求する目的で各抽出分劃を臨床実 即ち，戦前，戦後を問わず極めて低率と謂わねばな
験に供したが 24例中完全駆虫 10例(41.6%)であ らない。著者の昭和21年より 34年;迄 14年聞に経
る。即ち，権実の各投与によって計 23例 (54.7%) 験した 50例でも，年間平均は 3. 5例，入院例のみ
表 13 駆虫成績 l. (47例)
一一一一一一一一J
 効 果|判 
再発[無効 
-Al|例数|実施時期|部|読21;2 12flZ2| 不能1
 I~ 寄生数
13:2111. ?主要駆虫剤
植 薬 11 昭24--27 9 1 
-液 7 昭28 1 6 
植 ミ分 24 昭29--34 1 11 11 
ア ン 2 1 1 
カ フ 2 1 1 
綿 ス 1 1 
1 
1 
8 
5 
10 
1 
1 
2 
2 
8 
1 
1 
1 
1 
1 5 
9 1 1 
6 1 
19 3 1 1 
2 
2 
1 
[ 47 I [ 3 28 14 15 I 39 I 2 I25 I 2I5 I 4 I 2 1. I I I2
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では1. 2例の少数例K過ぎない。之とても積極的
に院外え出て千葉刑務所，鳥取県押平部落より検出
した，それぞれ 8例， 1例の症例を含んでの事であ
る。従って無鈎候虫或は無鈎虫例症の研究を行わん
とするKは積極的な集団検査を行って感染者を発見
する必要が生じて来る。斯る観点より著者は特に駆
虫剤の臨床実験を試みる必要上，岩田，堀井等5)が
報告をした鳥取県西伯郡名和町字押平を研究対象と
して集団検査を行った。氏等は，部落入口は 520，
推定寄生率は 25~30% と報告したが，著者が調査
した結果では，同地区 5部落合計971名の内， 719名
に無鈎僚虫(0.8%)例6検査を行い得て，1ζ (74%)
卵を見出し，問診及び自発的申し出でにより 5例，
計 1例(1.59長)を検出した。 乙の地区の西高田，
下押平2部落は普通部落 (139名検査)であるが他
の押平一，二，三区 3部落は所謂特殊部落 (580名検
査)で‘無鈎僚虫の検出されたのは特殊部落のみ(1.8
%の感染率〉からである。この特殊部落は後述する 
如く，旧くから牛肉生食の習慣があり併せて簡易屠
殺場を運営し屡々密殺を行った等の感染には好条件
が重なっていたのであるが，乙の検査成績はかかる
生活環境の地帯を探索して精細に集団検査を行うな
らば更に多くの無鈎傑虫感染者を検出し得る可能性
を示すものである。他方，外国では我が国より多く
の感染者があると謂われ， Stol~6) は 1947 年に全世
界には 7200万の僚虫感染者が居ると推計学的に推
定し， Harrison7)は米国の無鈎候虫感染者は 18万，
全世界には 40万と記載し， Henning8)は中部ヨー
ロッパに無鈎候虫感染者が多いと指摘している。
1. 感染について
無室町傑虫の中間宿主は牛であって，人体えの感染
能力主守する嚢虫 (Cysticercusbovis) は筋肉内
殊に内外翼状筋，腎筋，腰筋，舌筋，心筋等花見ら
れるが嚢虫の保有数は多くは 1頭の牛で数箇乃至十 
数箇に過ぎぬのとされている。その感染径路は六鈎
幼虫を有する虫卵叉は虫卵を持った成熟体節が牛に
食われると六鈎幼虫は牛の腸管内で僻化して腸壁に
進入，次いで血管淋巴管・を通って処々の筋肉lζ占居，
3~6 カ月後に半透明乳白色の完全な嚢虫 (7.5~9.0
mm X 5.5mm大)になり唯一の固有宿主である人
体えの進入を待つ。牛肉片と共に人体え進入した嚢
虫は人の腸管内で頭部のみが腸壁に固着して約2ヵ
月後K完全な成長に発育する 10)とされている。小泉 
11)によれば牛の嚢虫保有率は東京では 4.5%，朝鮮で
は 18--21%で麗殺牛の検査現場では見落される場
合が多い。亦，嚢虫は冷気には比較的鋭敏である他か
なり抵抗が強く乙の為，生肉，火の不充分な煮肉，焼
肉内の嚢虫は死滅しない。以上の一般的概念からし
ても，無鈎僚虫の感染は Cysticercusbovisを有す
る牛肉片を不完全調理の憧摂取した場合に起り得る
もので，嚢虫の事前検出は実際的には可成り難しい
ものである事を知る。著者の得た成績より感染に関
係のある事項を述べる。第 1p:感染地は内地 33例，
外地 13例で広範な地域K豆り普遍的である。第 2
に感染年次は大正8年より昭和33年迄の 41年に広
く分布し，終戦直後の昭和 20，21年の 2年間 16例
に増加しているが之は食糧事情の悪化K伴い，牛の
密殺，乱売が広く行われた事を示墜している。第 3
に感染年令は男女共に 21 ~40 才迄の青壮年にそれ
ぞれ 28例， 4例で最も多く之は ζの年令層の牛肉摂
取量が多い為と解される。然し，嚢虫摂取の機会さ
えあれば， 幼年者と昨ーも感染する事が， 10才以下
4例を見ることで窺がい得る。 第 41乙晴好では 33
例に感染と密接な関係のある事項が見出され，殊に
肉類愛好者，酒客は注意を要する。第 5p:直接の感
染原因である牛肉の調理方法をみると，ビフテキ，
すき焼き， ジンギスカン料理等を含む焼肉料理 18
が最も多く次いで密殺肉の摂取，多くはその生食 12
例明かに生肉摂取 1例，煮肉 4例など，生肉摂取
は当然としても一般に料理されている焼肉，煮肉で
も頻繁に感染を来すことは注意すべきである。第 6 
K家族内の候虫感染者の調査では 1例も感染者を見
出し得なかった。同一牛肉を摂取する機会があった
とすれば， (1)牛の嚢虫保有数は僅小である為，感 
染には多分に偶然性があるのか， (2)宿主側の感受
性に差異があるのか，等の点を推測し得て興味深い。
智能は感染と特定の関係はない。押平部落での感染
原因として重視すべきは， (1)生食の習慣 (2)昭和
28年 10月迄簡易屠殺場を運営し密殺の機会があり
殊に終戦直後K頻繁であった乙と (3)附近に多数
の和牛が飼育されている乙と (4)感染者は殆んど
正規の治療を行っていない乙と，等である。以上の
感染原因K鑑み，無鈎僚虫感染予防には 1) 屠殺 
牛の嚢虫検索を励行し，密殺を禁止する。 2) 牛肉 
販売前， Ransom (1914年〉の研究K立脚した華民 
11 ~15 度 6 日間冷蔵等を行って嚢虫を殺滅する。 
3) 牛肉生食の噌好叉は習慣を改める。 4) 牛焼肉j
煮肉の場合は充分火を通す等の点が重要である。 
III. 生物学的性状に就いて
無鈎{蕗虫の寄生年数は可成り長年月生存するらし
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いと言われているが，諸家の成績は詳かでない。浅
田町等は 21例中最長保有年限は 25年 6カ月であつ
たと報告している。著者の症例では最長 40年で， 
10年以上 23例 (47.9%)内20年以上 7例をみてい
る。一方押平部落で検出した無鈎燦虫感染既往者4
例は，何れも駆虫剤投与による事なく自然に排出し
たもので，無鈎(康虫の人体内生存寿命の限界をある
程度示瑳しているが，その年数は 12~21 年であつ
た。寄生数は 1隻寄生 39例 (86.6%)で， 2~3 隻
は6例に過ぎず， 宮J119)が引用している Carman 
(1927)の， 7条を宿し腸閉塞を来したが如き多数
寄生例は認めなかった。無鈎僚虫は完成された成虫
に発育すると，成熟した離断せる体節を排出してそ
れが人体外で哲時活発な運動をするのが特長とされ
ている。著者の症例では排出機会は毎回叉は時々糞 
使と混ずる場合が 43例 (93.4%)で最も多かった。 
排出箇数は 1 日平均 1~5 箇が 30 例 (65，1%) で最
も多く， 2~3 隻寄生の場合には寄生数民比例して
排出筒数が増加する傾向が認められた。亦，寄生年数
が 10年以上になると，時lζ連鎖状体節が自然に排出
される事があり有鈎候虫との鑑別上注意を要する点
である。一旦駆虫を行ったが頭部が残存しそれが再
び再生発育を遂げて体節を排出する迄の期間は駆虫
効果の判定或は無鈎傑虫の発育を観察する上に興味
ある事である。江口 10)の記載に依れば Peroncito (1 
877)は自ら嚢虫を試食後 54日で便中に体節を見，
駆虫して 4.83m の虫体を得 1 日平均 13.~ 14節約
72mmの成長をするとし，亦，浅田等12)は不完全駆
虫4例では頭部が再生発育して体節を排出する迄 59
~73 日であったと報告している。著者の 4 例では 
62~82 日平均 70.7 日で 1 日の体節成長は 3.2~6.7 
cm であった。体長に関しては，宮J119)は普通 4~8~ 
10米，時l乙30米もあると述べているがJ 著者のフ
ォルマリン固定後の計測では頭部排出 3例は1.8'"-' 
4.4m，頚部迄排出 24例で、は1.0~6.1 mで 10m以
上の長大な例は認めなかった。 
IV. 診断に就いて
無鈎候虫の成熟体節には産卵門が無く子宮は盲管
に終っているので，子宮は次第に卵子で充満されて
左右に側枝を出し之が全臓器を圧迫する結果とな
るω。故に体節が腸管内で何等かの機転で破壊，消
化きれない限り通常糞便内には卵子が認められない
筈であり，亦子宮の側枝の状態即ち子宮分岐像は無
鈎僚虫特有の形態となり 25~35 本の側枝を出し，
有鈎篠虫のそれが 7'"-'10本であるのと対照的で両者
の有力な鑑別点9)10)となり得る。著者の僚虫卵検出
成績は 44例中陰性 26例 (59.1%)，陽性 18例 (40.9
%)で陰性例が多く亦陽性の場合も 18例中 16例 
(88%)は数視野R.1箇以下の濃度であり，亦同一糞
便内に離断せる成熟体節が混在しているにも係らず
屡々卵陰性に終り，且つ押平部落の集団検査でも感
染者 1例中虫卵検出で感染を知り得たのは 6例K
過ぎなかった点等，無鈎係虫感染の診断には虫卵検
索は絶対の意義を有せざる事を示している。寧ろ，
駆虫前では離断して排出される成熟体節の圧覆標本 
による子宮分岐像の特長を重現すべきである。亦，
虫卵の形状が酷似している有鈎係虫との鑑別には体
節の子宮分岐像は勿論の事，田辺13〉，の記載してい
るが如く， Goeze及び横川，森下の鑑別点，即ち
1) 体節が非薄半透明(有鈎)か，肉厚(無鈎)か
2) 運動が鈍(有鈎)か，活発(無鈎)か等を参考
とする方が実際的である。 Harrison7)も診断には子
宮分岐像を重現すべきことを記載している。糞便内
に卵及び体節共陰性の場合は著者が押平部落で試み
た如く涜腸叉は下剤投与によって全便を得，体節の
採取に努むべきである。勿論，駆虫して頭部を得た
る場合は，その特長即ち，球形で1.5~2.0mm大，
鈎無く 4箇の発達せる吸盤を有し褐色の色素沈着を
被る構造的によって明かK無鈎係虫と診定し得るが
実際駆虫によって頭部を得ることは後述する如く少 
数例l乙過ぎない。以上の点より無鈎係虫検出を目的
とした集団検査に当つては， 1) 検便による虫卵検 
索， 2) 問診により体節排出の有無を調べる， '3) 
涜腸又は下剤投与によって全便採取の上体節検査， 
の三点を併用すべきである。 
V. 臨床所見について
無鈎{蕗虫症の臨床症状は一般に無症状か，あって
も軽微で体節の排出で初めて感染に気附く場合が
多い9)10)とされている。自，他覚所見として宮川9)は，
腹部の圧痛，時々起る泊痛様悲痛発作，異常な食慾
充進，悪心，日匝吐，便秘叉は下痢，其の他貧血症状，
諸種の神経症状を挙げ， Harrison7)は腹痛"下痢，
空腹感体重減少食思充進等を挙げている。著者の症
例では，自覚症状は 24例 (64.4%)R.認められ，腹
痛，腹部膨満乃至不快感，腹r!鳥，目玉門部冷感乃至不
快感，下痢，食思不振叉は尤進，呑酸噌噺等の消化
器系症状が最も多く，次いで循環器系の心惇充進，下
肢しびれ感，肩乙り，脈の結滞，神経系の肱壇，悪
心，頭痛，精神不安，及び倦怠，体重減少等の全身
症状が認められた。自覚症状の有無と寄生年数との
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聞には一定の関係がなく，症状は主として虫体の腸
管内K於ける器械的乃至中毒性作用の結果であると
考えられる。他覚所見は 17例 (46%) f(認められ，
腹部圧痛が最も多く，腸索触知，肝腫大，貧血顔貌，
不整脈等があり，亦少数例には肝機能の軽度障碍を
認めている。著者の 50例からは， Benedict14)の報
告せるが如き胆嚢内迷入例，或は態谷15)の報告せ
るが如き口中よりの体節排出例等の異常寄生例は
見出きれなかった。無鈎係虫の血液像に関して，我
が国では他の広節裂頭僚虫ベ 有鈎{保虫m，短小{蕗
虫9)等Iと比し殆んど関心がはらわれていない。 
Bergman17)には， Hei1myer の稀ではあるが無鈎
候虫感染の場合K悪性貧血型の貧血lζ移行するもの
があり，規則的に好酸球増多がみられるとの見解が 
記載されてある。著者の 22例の観察では， 赤血球 
数 400万以下の貧血は 7例 (31.9%) で 345万を最
低とし，血色素量 80%以下の減少 5例 (25%)で 
60%を最低とし高度の貧血例はないが，色素係数で
は高色素性 9例の (40.4%)の内1.20以上 5例で，
その 3 例は 300 万台の貧血例で 8~14 年寄生例であ
った点が注目された。即ち寄生年数の比較的長いも
のに軽度の高色素性貧血が現われ得る ζ とを認め
た。好酸球は 12%を最高として増多 7例 (31.8%)
であった。 
VI. 駆虫に就いて
無鈎{康虫の駆虫が人体寄生の係虫類中最も困難で
ある事は諸家の斎しく認める処であり，著者の症例
でも既往K駆虫を行った 30例， 60件の内，僅かに 
排虫をみたもの 20件に過ぎず他は全く無効に終って
おり，亦 4~6 回駆虫に失敗せるもの 4 例をみてい 
る。無鈎僚虫の駆虫lとは旧くから綿馬エキス，カマ
ラ，石摺根皮煎，へキシールレゾ、Jレチン，雷丸等が用
いられているが奏功確実な駆虫法は未だ確立されて
いない。最近では 1946年 Saccommano18)の報告以 
来，元来はマラリア治療剤として用いられていたアテ
ブリン (Atebrin) による方法が比較的多く追試さ
れ山川3〉，横田2)等の報告を見，良法として推奨され 
でいる。一方，三輪，長島はつとに権実に強力な無
鈎僚虫駆除作用のある事を生薬m，搾汁液20)を用い 
Tこ臨床実験の結果報告21)し，その後も抽出成分より
有効分劃を確定せんとする努力をはらっている。著
者の症例は一面から言えばその臨床実験の為の症例 
である。現在迄に権実療法(生薬，搾汁液，抽出成
分〉によって， 42例中 23例 (54.7%)に完全駆虫 
を得ている。最終的な有効成分が決定しその分劃の
みを用いて駆虫を行えば更に成績は向上するであろ
う。アテブリンは 2例中 1例頭部排出， 1例再発，
カマラは 2例中 1例完全駆虫， 1例再発，綿馬エキ
ス 1例は再発であった。駆虫効果を判定する場合，
著者の症例では完全駆虫 25例中頭部を確認したの
は3例(12%) 托過ぎず，一方頭部以下排出の 26
例中 20 例 (76.9%) は 3~6 カ月後に到るも体節
がみられず完全駆虫であり，亦頭部残存の場合の再
生発育期間が平均 70.7日であった点を考慮して，
3カ月後に再び体節排出をみるか否かを問診，更に
全便採取によって診定し完全駆虫か否かを判定する
方が実際的であると考える。
第 5章結 論
1) 無鈎倹虫の感染率は蜘虫，鈎虫等K比し極めて
低率であり他の寄生虫との合併では畑虫が多い。
男女共青壮年者 K多く，男は女の約 5倍を占め
た。 
2) 	 虫卵検出率及び検出濃度が低く，感染率の低い
事と相候って，保有者発見には積極的な集団検査
を必要とする。診断に当つては虫卵検出にとらわ
れず成熟体節の子宮分岐像K依るのが実際的であ
る。 
3) 感染は牛肉の生食乃至，不完全な焼肉，煮肉等
の摂取による。之は鳥取県K於ける集団検査によ
っても確定され，特に牛の密殺が多かった終戦直
後K感染者が著しく増加している。
4) 寄生数は 1隻寄生が圧倒的に多く，寄生年数は
40年が最高であった。体節排出機会は糞便に混ず
る場合が大部分を占め保有者は殆んど之を自覚し
ている。従って保有者発見には大いに問診が役立
つこと Kなる。体節排出個数は寄生数の増加する
につれて増加する傾向がある。
5) 駆虫K依って得た排出虫体の最大体長は 6.1m
であり，再発の場合は平均 70.7日で再発し 1日の
体節生長は 3.2~6.7cm である。
6) 	 自覚症状では腹痛，腹部膨満感，腹鳴等の消化
器系症状が最も多い。
7) 他覚所見では腹部圧痛，腸索触知，肝腫大，貧 
血顔貌，不整脈等が多く，少数例に肝機能障碍を
認めた。
8) 著明な貧血例はなく， 好酸球増多は 12%が最
高であった。
9) 完全駆虫の場合，頭部確認は極めて少し駆虫
後 3カ月比於て再発を見ないものは完全駆虫と認
第 3号 正木: 無鈎係虫症の疫学的並びに臨床的研究 -829-
めて差支ないと考える。 
10)治療には三輪，長島，創製による概実の生薬，
搾汁液，抽出成分で半数以上lζ完全駆虫を得た。
権実抽出成分は副作用なく，最も安全で服用も容
易であり，現段階にては最も奏効確実な駆虫薬と
云えるが，更に最終的有効成分を決定し，之にて
駆虫を行えば尚一段の成績向上をみるものと確信
する。 
(本論文の要旨は昭和 34年 10月，第 14回国立病院 
療養所綜合医学会の席上で発表した。) 
稿を終るに臨み，御指導御校聞を賜わった恩
師，三輪清三教授に深甚の謝意、を表すると共
に，御教導下さった国立千葉病院長，鈴木五郎
教授，同副院長兼内科医長，湯田好一助教授及
び同内科，長島豊晴博士に感謝の意を表します。
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